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No.42

行ってきました 修学旅行

3月16日(月)から始まった２年生の沖縄修学旅
行，３日間の全日程を終えて無事に帰ってきまし
た。ブログで毎日発信しましたが，再度振り返り，
おおよそのところを報告いたします。

◇第１日目 離陸，那覇国際通り自主研修，交流
前日の放射冷却で6時半から始まった出発式は

－３℃での会でした。女子生徒は，これから始ま
る暑い沖縄に備えて，すでにいわゆる生足。職員
はヒートテックの下着で暖房完全防備でしたが，
それでも寒い朝となりました。
送って来てくれた保護者のみなさんに，「行って

きます」の挨拶をして，バスに乗り込みました。
途中，東北高速道路の金ケ崎パーキングでトイ

レ休憩。仙台空港に予定より30分も早く着きまし
た。11時40分の出発までしばし待機しました。
手荷物チェックを終え，搭乗ゲート待合室で，時
間にゆとりがあったため，昼食としました。朝食
を早朝に取ってきたので，とても美味しい昼食と
なりました。
定刻の午後３時３０分，真夏の沖縄に遂に到着。

気温は23度くらいでむし暑かったです。生徒はす
ぐさま上着を脱いでワイシャツ姿に変身しました。
那覇空港で，沖縄中部観光バスのガイドさんと

運転手さんに挨拶をし，西南観光ホテルまで行き，
バスから降りました。
ホテル近くの公園で自由行動についての約束を確
認し，いざ自由行動へ。
自由行動の最初は，市内を通っているモノレー

ルの「ゆいレール」
に乗りました。国
際通りには，牧志
駅，見栄橋駅，県
庁前駅の３つしか
ありませんが，市
民の感じがつかめ
たと思います。そ
の後，各グループ
の計画に沿って自
主研修を終えました。
自主研修が終わ

ってから，巨大シ
ーサーの前で班ご
とに写真を撮影し
てもらい，糸満市
中学生との交流を
するほしぞら公民
館へ移動しまし
た。
交流では，校長

挨拶で，「秋田の歌で，昨年は『わかば』を歌いま
したが，今年は成田為三作曲の『浜辺の歌』を歌
います」と言って，一番を歌いました。８分の６
拍子を日本の歌に初めてもちこんだのが成田為三
であることも紹介しました。
糸満市教育委員会の上田先生からも挨拶があり，

学びの体験事業で太田中学校，太田南小学校に今
年度３日間訪問したこと，全国学力学習状況調査

で秋田県はいつも一番ですばらしいですが，沖縄
県も小学校で２０番台まで来ました，とありまし
た。
その後，糸満中学校の生徒二人が沖縄戦のカラ

ー映像の解説をしてくれました。
次に本校の全員で，ふるさと(「嵐」が歌った曲)

の合唱をプレセント
しました。また有志
によるダンスも披露
しました。
最後に，全員が輪

になってエールを叫
びました。久しぶり
の再会生徒もおり，
なごやかなうちに交
流会が終りました。
その後，隣のホテルまで歩き，支配人に挨拶を

し，それぞれの部屋に行き，就寝となりました。
◇第２日目 首里城，千秋の塔，ひめゆり平和祈
念資料館，バーベキュー，島唄ライブ・エイサ
ー鑑賞
朝食時間前に食堂に入ってきて，バイキング料

理を美味しく食べたグループがいました。
朝食を終え，朝の集いも終わり，部屋を点検し

てもらい，早速バスに乗り込みました。
ガイドさんに，おはようございます！は，男性

が「ハイサイ」女性が「ハイタイ」と元気よく挨
拶しました。
この日は，5つの体

験です。
最初は首里城。沖縄

には9つの世界遺産が
あり，首里城もその一
つで，世界遺産は9つ
のまとまりとして登録
されています。
首里城を後にし，摩

文仁（まぶに）の丘
の千秋の塔で，田口
輝さんが代表で献花
をしました。輝さん
は，「二度と再び戦
争が起きないことを
祈ります」と塔に向
かって話し，沖縄で
戦死した秋田県人の
霊に全員で黙祷を捧
げました。
ひめゆりの塔訪

問は，自分たちと
おなじ年代の女子
生徒が，命を失っ
たり，生き延びた
りしたお話を映像
で聞くと生徒の顔
の表情は厳しくな
ってきました。戦
争の悔しさ，無念さを感じた時間でした。
昼食は，お土産と食堂が一緒になった「でいご」

ですませ，そのお店でお土産を買いました。
マリン体験は，最初，全員でウエットスーツを

着て合同写真を撮りました。



- 2 -

次に，女子がバナナボートに乗ってシュノーケ
リングをしました。その間，男子は海で漂い，水
と戯れました。
女子はシュノ

ーケリングが終
わってから，バ
ナナボートで水
上スキー並みに
海上をグルグル
回りました。ス
ピードが速くバ
ナナボートの上
から海に落とさ
れたグループがありました。
女子から男子にバトンタッチ。私は，度付きの

シュノーケルグラスのおかげで，熱帯魚がとても
よく見えました。海の中は無音で魚たちが自由き
ままに泳いでいる様に夢中になり，グループから
外れてしまい，インストラクターに連れ戻された
りしました。シュノーケリングが終わってからバ
ナナボートのジェットスキーは，あまりの振動と
バウンドで6人のうち5人が振り落とされました。
「無残」の終わりとなりました。
シャワーと着替えをすまし，しまんちゅクラブ

に到着し，お菓子体験，シーサー作り体験をしま
した。出来立てのサーターアンダギーをいただき
ましたが，熱くてホクホク，とても美味しかった
です。
夕食はバーベキュー。お肉食べ放題。満足のい

く夕食でした。
この日の締めは，島唄ライブとエイサー。演じ

る方が素晴らしければ，それに応える本校生徒も
ノリノリでした。
エイサーが終わってから，4人が本日までの感

想発表。最初に竹村明葵さんが次のように深い感
想を述べてくれました。
「摩文仁の丘でたくさんの秋田県人が戦争で亡く
なったこと。続く『ひめゆりの塔』で自分たちと
年齢のあまり違わない女子学生がどんな気持ちで
戦争のために死んでいったのか，そしてその人た
ちのことを思うと自分たちはこれからの人生を大
事に生きていかなければならない。」
長かった一日の最後は，お土産を宅配便で送る

作業でした。その作業を終え，就寝となりました。
◇第３日目 美ら海水族館，帰校
この日も朝食時間より早い時間に食堂に姿を現

した女子グループがいて，元気に食事をとりまし
た。
最終コース，美ら海水族館までは長旅となりま

したが，ガイドさんから沖縄県のお墓の話や沖縄
の方言の話を聞いて，あっという間に水族館に到
着しました。
水族館では，合同写真撮影の後，中に入り，巨

大なジンベイザメや，
前日グリーンフラッシ
ュビーチのシュノーケ
リングで見た魚を全て
鑑賞することができま
した。圧巻は，オキち
ゃん劇場，イルカのオ
キちゃん他，ゴンドウ
クジラの芸に感嘆の声
をあげました。
昼食は，バスの中で取りながら，那覇空港に向

かいました。空港に着いたのが出発時間１時間前
の１時１５分。他の修学旅行隊もおり，空港は人
の群れでごった返しておりました。荷物をフロン
トに預け，自分たちの手荷物をチェックし，なん

とか予定の２時15分までに全員が飛行機に乗りま
した。しかし，飛行機は予定時間よりも１５分ほ
ど遅れて出発しました。
帰りの飛行機は，出発こそ遅れたものの順調で，

仙台空港に５時頃に到着。それからバスに乗り込
み，夕食の弁当を食べました。
トイレタイムは，長者原と錦秋湖パーキングエ

リア。学校に着いたのは午後８時４６分。全ての
保護者の皆様と本校職員の熱いお出迎えがありま
した。
生徒は，すぐに生徒玄関前に入り，解散式と解

団式を行いました。実行委員代表の伊藤えみりさ
んが，修学旅行で得た力を明日からの生活に生か
していきたい，と力強く挨拶しました。
全ての内容が終わって，これで終わりかな？と

思ったところに，有志４人が「ラッスンゴレライ」
のリズムネタで，添乗員の池田さんに感謝の言葉。
池田さん思わず，涙でうるうる。池田さんに，三
笠写真の田村さん，３日間本当にありがとうござ
いました。
お出迎えの保護者の皆様，遅い時間にもかかわ

らず，本当にありがとうございました。
３日間，いろんな生徒がヒーロー，ヒロインに

なりました。池田さんからもお話がありましたが，
３日間で，生徒の皆さんは，成長したと思います。
そして，次のステップ～３年生～への足場がきち
んと築かれたと思いました。
修学旅行実行委員会の皆さん，本当にありがと

うございました。そして，修学旅行で毎日，感動
を与えてくれた全ての生徒の皆さんに感謝いたし
ます。３日間の沖縄の快晴と一緒に，清々しい皆
さんを見ることができて幸せでした。

デンマーク研修報告会
西仙北高校の先輩の話を聞く！

３月17日(火)，６校時に１年生が，デンマーク
研修に行った西仙北高校の先輩たちの研修発表を
聞きました。
場所は，本校２Ｆの多目的ホール。６人の高校

生がパワーポイントを使いながら，分かりやすく
報告してくれました。
表題は「デンマーク人から何を学びますか？」

～デンマーク社会福祉研修で学び，皆さんにぜひ
伝えたいこと～。次の順で話してくれました。
○研修の目的
○研修日程
○知的障がい者文化センター
〇高齢者施設
○デンマークの教育制度（幼稚園，国民学校，
高等学校）

○デンマークの福祉制度
○まとめ
その後，１年生から様々な質問がされました。

それら全てに高校生は明確に答え，さらに「分か
らないことがあったら一つ残らず聞いてほしい」
言う高校生の先輩はとてもかっこよかったです。
デンマークの福祉の充実ぶり，デンマーク人の

ポジティブな気質，お互いを尊重・尊敬（リスペ
クト）し合う考え，そのために貫かれた教育の在
り方など，考えさせられることばかりでした。
本校の１年生の積極的な質問，感想発表した未

希さん，優弥さん，謙吾さん，（阿）みなみさん，
終わりの挨拶をした綾香さん，それぞれの内容が
とてもすばらしかったです。
１年生にとって，身近な高校生の先輩から学び，

憧れをもつ時間となりました。 (教頭記)


